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大学教育の課題と本取り組み
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大学教育・学生支援推進事業【テーマＡ】 大学教育推進プログラム（H21～23年度）

「自学自習力育成による学習意欲と学力の向上」

－大学卒業時の学力は、入学時ではなく

１年終了時の学力と相関がある－

 学生は初年次に変わる

→初年次教育の充実が鍵

 学習環境を整備して自学自習の意欲を育てる

現状

基礎学力の伸長

基礎学力の低下 学習意欲の低下

入学時

初年次教育

自学自習力の向上

本取組

入学時

成果

負の連鎖

相乗効果

初年次教育
習熟度対応学習
自学自習の機会



取組内容



推薦入試合格者研修会

 平成17年度から、高大の教員が協同して、入学前研修を毎年実施

 日帰り研修と，2泊3日の宿泊研修２回の合計３回。

 数学、物理、英語の講義、大学でのスタディスキル、大学生とのディスカッ
ション。

 参加者と高校教員双方とも９割近くが，この取組に肯定的

入学前研修
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スタディスキル読本

大学での学び方、学習意欲・習慣を
涵養するワークブックを、元高校教員
と学部教員が協同で作成し、全入学
生に配布（Ｂ５版：約60ページ）



自学自習ｅラーニング教材

 ＮＨＫ高校講座（物理Ｉ）に準拠した問題を開発
１．物理未履修者用教材

２．物理履修者用教材

 高校教員と連携し
て大学で独自開発



学習コンシェルジェ

指導件数（のべ人数）
数学 物理 情報 英語 合計

H22 168 72 17 314   571
H23   268    102    211 161   745

*ただし、H23年度は，4月～1月まで

１．図書館にコンシェルジェス
テーションを設置
数・物・英・情の専任講師が

質問に回答、学習相談も対応

質問回答のノウハウを「指導カル
テ」に蓄積

将来は学生・院生による対応へ



学習コンシェルジェ対応件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

英語 0 13 18 24 10 9 33 19 24 14

情報 4 37 45 35 8 3 23 21 7 28

物理 5 22 7 18 4 0 19 8 10 9

数学 19 44 55 52 3 3 19 16 38 19
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平成23年度 コンシェルジェ件数

合計件数 数学：268件 物理：102件 情報：211件 英語：164件 合計：745件



指導カルテシステム（一部）

コンシェルジェ利用後アンケート（一部）



指名補習と授業内指導

２．指名補習
成績不振者に対する指名補習

選任講師やＴＡで実施（英語・情報）

３．授業内指導
授業に入り授業内あるいは居

残り指導（物理・情報）
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数学学力確認テスト会



トップアップ企画
学生主導の電子オルゴール作成会

フィジカル・コンピューティング
上級生が指導

プログラミングコンテスト
学生主導＋地元企業が協賛



スモールステップ型物理ｅラーニング教材

学習支援システム

学習単元：60 465ステップ

電子教材

スモールステップ型学習
【自学自習が可能な程度に学習ステップを設定】 ⇒習熟度に応じた学習が可能

確認テスト：53 動画：

レベルがわかるように提示



ｅラーニングの活用とルーブリック
ｅラーニング事業推進室と連携
Moodleを利用して、

（１）入学前教育・リメディアル教育（物理他）
（２）基礎教育用教材（英語，数学他）
（３）資格等の学習支援

→情報処理技術者試験，数学統一テスト等
（４）情報倫理教育教材
ルーブリックの作成（事例：初等物理の一部）

学習者がレベルを確認できるように、ｅラーニングにリンクしている

ルーブリック：
→絶対評価を行う時に用いる

判断基準表



ルーブリック

 数学：解析，確率統計，線形代数，微分方程式

 物理：初等物理，力学，電磁気

解析のルーブリック（一部）



「トップアップ」企画
＜数学＞

・習熟度別授業
・学力確認テスト会
・数学統一テスト講習会

＜物理＞
・電子オルゴール作成会
・ｅラーニング（物理実験ＶＯＤ）

＜情報＞
・情報処理技術者試験セミナー
・プログラミングコンテスト

＜英語＞
・習熟度別授業
・ＴＯＥＩＣ講習会
・ｅラーニング（技術英語学習等）
・Ｍｏｖｉｅナイト（英語映画鑑賞会）
・英語文化講演会

学習支援，コンテスト，研究参画

２．習熟度別授業（英語・解析）
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取組の評価体制と課題

 学外評価委員会による視察（年２回）や、実施報告に基づく評価

 学生へのアンケート（一部取組）を基に、取組を改善する
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学部長

地元の高等学校長１名

地元の人材育成関連企業社長１名
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会

指導

受講学生
要望

実施
改善

評価

実施
報告

実施
報告

学長

教育委員会
ＦＤ委員会 他大学の基礎教育専門家２名

他大学の初年次教育専門家１名

本取組への学生の主体的参加をどう引き出すか
取組を継続させるための工夫をどうするか

課
題



まとめ

 自学自習の環境を整備

自主的受講：リメディアル講義（初年次前期：数学・物理）

自主的質問：学習コンシェルジェ（数学・物理・情報・英語）

入学時 前期末

リメディアル講義（数学と期末考査）

自主的学習：ｅラーニング教材（数学・物理・情報・英語）

物理の期末考査不合格者の割合（％）

補習あり

補習なし



学習コンシェルジェの成果

入学時

前期末

数学： 解析
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自学自習の習慣

学習意欲の向上



まとめ

学力に対応した学習指導

習熟度別授業

学習コンシェルジェでの個別指導

 ｅラーニング教材開発・提供

チャレンジ学習やワークショップの実施

（成果）✓学力と自学自習力を育成する環境を構築

✓利用者の学力・意欲はある程度向上

（課題）■学習力の評価，持続可能な実施体制構築

トップアップボトムアップ


